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試験項目 資　格 受付期間
（締切日必着） 試験期日 待　遇

幹
部
候
補
生

一般
（第１回）

大
卒
程
度

試
験 22歳以上26歳未満

３月１日（水）～
４月14日（金）

１次：4月22日（土）・23日（日）
　　 （23日は、海・空飛行要員のみ）
2次：5月26日（金）～６月1（木）
3次：（海・空飛行要員のみ）
　　 海：6月22日（木）～26日（月）
　　 空：7月15日（土）～８月3日（木）

入隊後約１年で
３等陸・海・空尉

院
卒
者

試
験

 20歳以上28歳未満
 修士課程修了者等

（見込含）
入隊後約１年で
２等陸・海・空尉

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者

（薬剤科は20歳以上28歳未満
の者）

1次：４月22日（土）
2次：５月26日（金）～６月 １ 日（木）

入隊後約６週間で
２等陸・海・空尉
薬剤科は約１年で
２等陸・海・空尉

一般曹
候補生  18歳以上33歳未満の者 ３月１日（水）～

５月９日（火）
１次：５月19日（金）～21日（日）
２次：６月17日（土）～20日（火）

入隊後２年９か月
経過以降選考により
陸・海・空曹

和歌山県警察官採用試験

自衛隊 幹部候補生・一般曹候補生試験案内

受験日程
試験区分

採用予定人数
受付期間

（インターネットのみ）
第1次 第2次 第3次

試験日・試験地 試験日・試験地 試験日・試験地

警
察
官
Ａ

男性22人程度
女性 ５人程度

３月  １日㈬ 午前10時
～

４月14日㈮ 午後 ４時

５月14日㈰

◦和歌山会場
　和歌山北高等学校
◦田辺会場
　神島高等学校

合計２日
①◦６月５日㈪
　◦６月６日㈫
のうちどちらか
②６月７日㈬
　◦和歌山市

◦７月６日㈭
◦７月７日㈮
のうちどちらか

◦和歌山市

受験資格
試験名 受　験　資　格

警察官Ａ 男性
女性

　平成３年４月２日以降に生まれた方で、
ア　大学（短期大学を除く）を卒業した人、または令和６年３月末日までに卒業見込みの方
イ　和歌山県人事委員会がアに該当する人と同等の資格があると認める人

※御坊警察署で採用に関する説明や申し込みサポートを行います。御坊警察署警務課までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　御坊警察署警務課（☎２３・０１１０）

【お問い合わせ先】
自衛隊御坊地域事務所（☎２３・００２０）
御坊市湯川町小松原410-1　丸仁第１ビル１階（御坊駅市営駐車場入口）

【お問い合わせ】　建設業労働災害防止協会　和歌山県支部
（☎７３・４３６・１３２７）（FAX ０７３・４２６・３９８７）

各種講習日程表（４〜７月）
講習の名称 日時 場所 受講料等 受付開始日

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメント含む） ４月11日（火）～12日（水）

和歌山県建設会館
３F会議室

15,844円 ３月13日（月）～

職長・安全衛生責任者能力向上教育 ４月18日（火） 9,262円 ３月27日（月）～
石綿含有建材調査者講習（一般） ５月15日（月）～16日（火） 46,464円 ４月17日（月）～
フルハーネス型安全帯使用作業

特別教育（６時間） ５月30日（火） 午前10時～ 9,097円 ５月１日（月）～

建設業等における熱中症予防指導員研修 ６月６日（火） 午後１時～ 8,481円 ５月８日（月）～
刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 ７月11日（火） 午前10時～ 11,000円 ６月12日（月）～
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　近年、大都市の繁華街を中心に、女子高生等によるマッサージ、会話やゲームなどを楽しませる接
客サービスを売り物とする営業が見られ、「JKビジネス」と呼ばれています。
　一見すると問題のないアルバイトに見える場合でも、女子高生等が客から児童買春等の被害に遭う
などのケースが目立っており、安易に働くことはとても危険です。

「JKビジネス」に係る各種トラブルに遭った際は、
#９１１０(警察相談専用電話 )または御坊警察署まで。

※警察署では24時間相談受付、あなたのプライバシーは守られます。

「JK ビジネス」は NO！
～危険が潜んでいる「JK ビジネス」～

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
横
断
待
ち
の
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
必
ず

一
旦
停
止
し
て
、
渡
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
右
左
折
や
車
線
変
更
時
は
、
追
突
、
巻
き
込
み
事
故
防
止
の
た
め
、

方
向
指
示
器
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
に
は
余
裕
を
持
っ
て
、
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
焦
る
心
は
、
普

段
な
ら
し
な
い
よ
う
な
違
反
や
事
故
の
元
と
な
り
ま
す
。

・
自
宅
や
目
的
地
周
辺
こ
そ
気
を
引
き
締
め
て
。
事
故
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

・
自
転
車
横
断
帯
の
な
い
横
断
歩
道
は
、
自
転
車
の
通
行
が
で
き
ま
す

が
歩
行
者
優
先
で
す
。
注
意
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
集
団
で
自
転
車
に
乗
る
時
は
縦
１
列
で
。
横
に
広
が
る
と
多
く
の
人

の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

◎
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
る
時
は
、必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

車
道
を
渡
る
と
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
を
歩
く
と
き
は
、
反
射
材
を

使
う
な
ど
、
目
立
つ
格
好
を
し
ま
し
ょ
う
。
ド

ラ
イ
バ
ー
側
か
ら
は
思
っ
た
よ
り
も
歩
行
者
が

見
え
ま
せ
ん
。

◎
期
間
　令
和
５
年
５
月
11
日
〜
５
月
20
日
ま
で

　
今
後
30
年
以
内
に
大
地
震
が
和
歌
山
県

を
襲
う
確
率
は
70
％
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
地
震
や
津
波
、
崖
崩
れ
か
ら
大
事
な
家

族
や
自
身
の
命
を
守
る
に
は
、
高
台
等
の

避
難
場
所
や
そ
こ
ま
で
の
安
全
な
経
路
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん
な
で
再
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

◎
食
料
、
水
の
準
備
は
十
分
で
す
か
？

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
普
段

か
ら
飲
料
水
や
保
存
の
効
く
食
料
な
ど
を

備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

☆
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
一
週
間
分
の

備
蓄
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
飲
料
水
と
は
別
に
、
ト
イ
レ
を
流
し
た

り
す
る
た
め
の
生
活
用
水
も
必
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
水
道

水
を
入
れ
た
ポ
リ
タ
ン

ク
を
用
意
す
る
、
お
風

呂
の
水
を
い
つ
も
張
っ

て
お
く
等
の
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
思
い
や
り
」
が

　
　
　
　事
故
を
減
ら
し
ま
す

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

大 地 震 に 備 え て大 地 震 に 備 え て

御坊警察署
　 23-0110

高家駐在所
　　小倉 恒人

比井駐在所
　　吉井 義昭

（お知らせ）
Eメールによるご意見、

ご感想、ご相談を受け

付けています。

和歌山県警の

ホームページは

http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。

ご利用ください。

きしゅう君
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